
（別表１-１）

審査基準表（第１次審査）

NO
選考審査
項目

採点内容 採点視点 10点 8点 5点 2点 1点 配点 係数

1 価格
価格の適正
（様式12）

令和７年度及び令和８年度にかかる総費用を
もって計算する。（提案限度額13,200,000円）
ただし、以下内訳のいずれかでも超過した場合
は、失格とする。
限度額の内訳：
令和7年度にかかる費用　6,490,000円
令和8年度にかかる費用　6,710,000円

最も低い金額を
提示した者

2番目に低い金額を
提示した者

3番目に低い金額を
提示した者

4番目に低い金額を
提示した者

左記以外の金額を
提示した者

20 2

2
業務実施体制

の確保
担当者の数
（様式9・10）

円滑に業務を進められる体制であるか。
主担当者の他に
担当者が3名以上

主担当者の他に
担当者が2名

主担当者の他に
担当者が1名

10 1

3
主担当者の
業務実績
（様式10）

平成２７年度から令和６年度における主担当者
の国又は地方公共団体における障がい者計
画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画の策
定実績

主担当での
実績あり

副担当での
実績あり

実績なし 10 1

4
事業者の
業務実績
（様式3）

平成２７年度から令和６年度における事業者の
国又は地方公共団体の障がい者計画、障がい
福祉計画、障がい児福祉計画の策定実績

20

60合計

障がい者計画、障がい福祉計画、障がい児福祉計画の策定実績：1件につき5点
（20点が上限）
※同一の発注者から同一の契約期間で受注している場合は、1件とカウントする。

業務実績



（別表１-２）

特に
優れ

ている

優れ
ている

普通
やや
劣る

劣る

障がい福祉を取
り巻く国・府の動
向の認識

障がい福祉をめぐる法改正などの国・府の施策の
動向を認識しているか。 15 15 12 9 2 1

関連する施策の
動向の認識

重層的支援体制整備事業など、関連する施策の動
向を認識しているか。 10 10 8 6 2 1

和泉市の現状及
び課題について
の認識

和泉市の施策の現状及び第５次和泉市障がい者
計画・第８期和泉市障がい福祉計画・第４期和泉
市障がい児福祉計画策定に向けた課題を認識して
いるか。

15 15 12 9 2 1

現状分析及び課
題の抽出・整理
方法

和泉市の障がい児・者を取り巻く現状の分析及び
課題の抽出・整理に有効な方法が提案されている
か。

20 20 16 12 3 1

強度行動障がい
児・者や医療的
ケア児・者等の
実態把握の手法
の考え

強度行動障がい児・者や医療的ケア児・者等の重
度障がい児・者の実態把握のための手法が提案さ
れているか。

10 10 8 6 2 1

調査票の考え

現行計画の評価及び第５次和泉市障がい者計画・
第８期和泉市障がい福祉計画・第４期和泉市障が
い児福祉計画策定に有効に活用できる対象及び
内容が提案されているか。

20 20 16 12 3 1

回収率向上の
工夫

回答しやすさ・回収率向上の工夫があるか。 15 15 12 9 2 1

関係団体・関係
機関のヒアリン
グ調査の対象及
び内容の考え

現行計画の評価及び第５次和泉市障がい者計画・
第８期和泉市障がい福祉計画・第４期和泉市障が
い児福祉計画策定に有効に活用できるヒアリング
の対象及び内容が提案されているか。

20 20 16 12 3 1

ワークショップの
企画

ワークショップについて、市民等の意見聴取や意識
喚起、主体的に取り組める内容の検討に有効な企
画内容・手法等が提案されているか。

20 20 16 12 3 1

議事運営の支援
課題の抽出や支援策について、部署横断的、包括
的な検討を行えるよう、庁内関係課の意識喚起も
含めた効果的な議事運営の提案がされているか。

15 15 12 9 2 1

議事運営以外の
支援

地域共生社会の実現に向けた庁内関係課の取り
組み状況の把握や今後の庁内関係課の施策の進
捗管理等について、効果的な手法の提案がされて
いるか。

10 10 8 6 2 1

計画の構成
障がい児・者の生活場面に応じた課題と支援、ライ
フステージを縦断した課題と支援など、包括的な視
点による計画の構成が考えられているか。

15 15 12 9 2 1

計画策定の
ポイント

和泉市の現状や国・府の施策の動向、障がい福祉
分野の学術研究や他市の動向等を踏まえ、今後
の和泉市の施策に合わせた計画策定のポイントが
提案されているか。

15 15 12 9 2 1

関連計画との整
合性や連携、地
域福祉の視点

和泉市の地域福祉計画等の関連計画との整合性
や連携及び障がいの有無にかかわらず自分らしく
活躍し、暮らすことできる地域社会の実現に向けた
住民自治（地域福祉）の展開について、効果的な
提案・視点が示されているか。

15 15 12 9 2 1

庁内会議
支援

5 25

　
　
選
定
委
員
採
点
項
目

6

配点

計画策定の
考え方 45

市民・事業所
等へのアン
ケート調査

35

40

2
現状分析及
び課題の抽
出・整理

45

評価視点 小計

4
アンケート調
査以外の現
状把握

3

審査基準表（第２次審査）

1
施策の動向
の認識 25

番号

≪採点方法≫
選定委員採点項目の点数については、委員の平均点を算出します（小数点第２位を四捨五入）
選定委員採点項目の平均点と事務局採点項目の点数を合計し、点数を決定します。

評価項目

採点基準



特に
優れ

ている

優れ
ている

普通
やや
劣る

劣る

7
計画の進捗
管理

計画期間内の計
画の進捗管理の
方法

計画期間内の計画の進捗管理の方法について、
効果的な方法の提案がされているか。 20 20 20 16 12 3 1

8 独自提案
仕様書以外の
独自提案

本市が仕様書に示している以外のことについて、
計画策定に有意義な独自の提案がなされている
か。

10 10 10 8 6 2 1

9
デザイン・レイ
アウト・編集・
表現

見やすさ・わかり
やすさの工夫

見やすさに配慮したデザイン・レイアウトや誰にで
もわかりやすい編集・表現の工夫などが提案され
ているか。

20 20 20 16 12 3 1

10
業務執行の
工程・全体計
画

合理的な
スケジュール

スケジュールは合理的で具体的・実現性のある提
案であり、変更が必要であれば、柔軟に対応でき
るスケジュールになっているか。

20 20 20 16 12 3 1

人員・組織体制
業務を確実に実施できる人員体制や担当者以外
のバックアップ体制が提案され、円滑な実施が期
待できるか。

20 20 16 12 3 1

情報収集能力や
ネットワーク

障がい福祉分野の学術研究や他市の取組み等の
情報を得られるネットワークを有しているか。 5 5 4 3 2 1

担当者の
業務実績

平成２７年度から令和６年度における主担当者の
国又は地方公共団体における障がい者計画、障
がい福祉計画、障がい児福祉計画の策定実績

20

事業者の
業務実績

平成２７年度から令和６年度における事業者の国
又は地方公共団体における障がい者計画、障がい
福祉計画、障がい児福祉計画の策定実績

20

合計が175点を超えていること。 350 350

　
事
務
局
採
点
項
目

令和７年度及び令和８年度にかかる総費用をもっ
て計算する。（提案限度額13,200,000円）
ただし、以下内訳のいずれかでも超過した場合
は、失格とする。
限度額の内訳：
令和7年度にかかる費用　6,490,000円
令和8年度にかかる費用　6,710,000円

150 150

500 500

　
　
選
定
委
員
採
点
項
目

配点

　　　　最低見積もり価格
　　（                         　)×150
　　 　　　 提案価格

（小数点以下切り上げ）

合計

12 業務実績 40

・障がい者計画、障がい福祉計
画、障がい児福祉計画の策定実
績
主担当での実績あり：20点
主担当以外での実績あり：10点
実績なし：0点

※複数該当する場合は、いずれ
か高い方を配点とする

・障がい者計画、障がい福祉計
画、障がい児福祉計画の策定実
績：1件につき5点
（20点が上限）

※同一の発注者から同一の契
約期間で受注している場合は、1
件とカウントする。

技術評価点

採点基準

価格評価点

　
事
務
局
採
点
項
目

評価項目 評価視点 小計

11
業務執行体
制 25

番号


